
見守りネットワーク事業
「住民支え合いマップづくり」

236名の参加

　また、今回は児童及び生徒の安心安全を視
野に学校関係者にも周知し、危険箇所や大雪
時の通学路確保についても協議していただき
ました　　　　　　　　　　　　　　　　　
　マップづくりは、防災だけが目的ではなく地
域の関係づくりのツールとして活用していただ
くものです。

　本事業は、榛東村地域福祉活動計画に記載
されている「地域における要援護者情報の把
握と共有」に基づき、災害時等において支援
を必要とする方・世帯（避難行動要支援者）
を地域全体で見守るネットワーク構築のため
地域支援関係者が一同に会し地域の詳細情
報を住宅地図に示し、避難行動要支援者を中
心とした総合的な支援体制のマップづくりを
実施し、地域住民による顔の見える関係づくり
（地域力の向上）避難行動要支援者等の福祉
ニーズ把握を目的としています。

　最後に平成29年度の事業目標を話し合い
発表していただきました。目標には、「通学路
や一人暮らし世帯の除雪・声掛け」「区民を対
象とした防災訓練の実施」「避難行動要援護
者と支援者の顔合わせ状況確認を行う」「地
域の方々の顔の見える関係づくりの場として、
気軽に立ち寄れる場所づくり」など各区から
貴重な意見と課題、目標が出され、実際に実
行された区の報告もありました。

2月22日（北小校区）、
23日（南小校区）に「住民支え合いマップづくり」を開催しました。

！！
戦没者慰霊祭

榛東村遺族会 ～戦没者の妻に感謝する事業～

　４月１８日、村英霊廟（柳沢寺）において「戦没
者慰霊祭」を開催しました。
　式典には、ご遺族をはじめ、来賓、関係者が多
く参列され、来賓、ご遺族代表者から慰霊の辞
が述べられました。
　英霊廟前の祭壇には参列者一人ひとりが敬
意と哀悼の意を込め献花を行いました。

　式典後、中央保育園の園児らも加わり自衛隊
第１２音楽隊による慰霊演奏を聴きながら英霊
を偲びました。
　戦争を体験された方々が少なくなる中で最愛
の家族を失いながらも苦難を乗り越えてきた遺
族の方とともに戦争がもたらすあらゆる苦しみや
悲惨さを後世に伝え続けなければならないと思
います。

　群馬県遺族の会女性部の活動として「満１００歳になられた
戦没者の妻」に対し、長寿や健康を祝うとともに、永遠の遺族
会活動等に対するご尽力等に感謝の意を表すために「戦没者
の妻に感謝する事業」を行っています。
　今年は、榛東村遺族会会員の小山セツ様が１００歳を迎えら
れました。

コミュニティサロン

「ハナミズキ」
サロンは誰でも
自由に利用できます！

◆開設日　毎週水曜日（祝祭日休）
◆時　間　午後１時30分～３時３０分
◆場　所　榛東さいとう医院（旧療養棟）
◆参加費　無料

小
さ
な
お
子
様
が

い
て
も
安
心
!

和
室
の
お
部
屋
も

あ
り
ま
す
。




